
自然公園の価値評価

■ 環境価値の分類
直接利用価値
－天然資源や食料を生産する環境の価値

利用価値
（積極的な利用によって生じるもの） 間接利用価値

風景観賞、レクリエーション利用、自然資源 －自然探勝、海水浴等の環境サービスによる価値ex.
etc.の採取、

オプション価値

非利用価値
（環境の存在を認識した際に感じるもの） 遺贈価値
ex. etc.精神安定等の効用、水源涵養等の機能、

存在価値

※ オプション価値 ： 当面利用しないが、必要に備え自然を保存しておくもの
遺贈価値 ： 将来世代のために自然を残しておくもの

参考資料： 環境評価ワークショップ （鷲田豊明他、 年 築地書館）「 」 1999
「集団施設地区等適正管理運営方策検討調査報告書（平成 年度 環境庁自然保護局 」9 ）

（ 参 考 ）

□ 自然公園の役割 □ 生物多様性の保全と持続可能な利用のための理念（第７回懇談会資料）
（新・生物多様性国家戦略）

（１）日本の風景の保護 （１）人間生存の基盤
（２）日本の生物多様性の保全 （２）世代を超えた安全性・効率性の基礎
（３）観光・野外レクリエーションの場の提供 （３）有用性の源泉
（４）自然体験利用の場の提供 （４）豊かな文化の根源
（５）その他副次的な役割 （５）予防的順応的態度


